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例 言

ー 本書は、三重県多気郡明和町上野字曽祢崎に所在する曽祢崎（そねざき）遺跡の発掘調査報告

書である。
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本書は、平成 7年度農槃基盤整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の第 6分冊である。
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調壺は、平成 7年度に行った。調査の体制は以下の通りである。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三璽県埋蔵文化財センター （調査第一課）

技師 西村（旧姓 野口）美幸、研修員 袖岡直樹、

技術補助員 山田康博
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当報告書の作成業務は、三重県埋蔵文化財センター調査第一課及び管理指導課が行い、以下の

ものが補助した。全体の編集は西村が行い、執筆は西村・山田が行い、目次に分担を明記した。

写真は西村・日栄智子が撮影した。

足立純子、有川芳子、石橋秀美、井田美奈子、井村浩子、柿原清子、川口愛、楠純子、

倉田由起子、小林佳代子、須賀幸枝、杉原泰子、武村千春、田中美樹、豊田幸子、冨楽幸子、

中川章世、中山豊子、西田衣里、西村秋子、浜崎佳代、早川陽子、堀内博子、松本春美、

松月浩子、森島公子、柳田敬子
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調査にあたっては、明和町在住の各位、明和町教育委員会、および県農林水産部農村振興課、

松阪農林事務所、農業開発公社にご協力をいただいた。

また、奥義次氏（松阪高等学校）、久保勝正氏(!--_野商業高等学校）、森田幸伸氏（明和町教育

委員会）、上村安生氏（斎宮歴史博物館）にはいろいろなご教示をいただいた。記して感謝申し

上げる。
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挿図の方位は、全て座標北で示している。なお、座標北の方位は真北に対し西偏 0°18' 、磁

北の方位は真北に対し西偏 6°20' （平成 3年度） である。
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当報告書での用語は、以下のとおり統一した。

つき・・・

わん・・・

「杯」があるが、「杯」を用いた。

「碗」「j宛」があるが、「椀」を用いた。
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当報告書で用いた遺構番号は、通番となっている。（以下に耳う pitを除く）

また、番号の頭には、見た目の性格により以下の略記号を付けた。

SB: 掘立柱建物 SH: 竪穴住居 SF: 上師器焼成坑

SD: 溝 SK: 上坑 pit : 柱穴、小穴
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当報告書で報告した記録及び出上遺物は、三重県埋蔵文化財センターに保管している。

10. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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ー 前 一＿ 一一Eコ
ー 調査の契機

曽祢崎遺跡は、多気郡明和町に所在する周知の遺

跡で、遺跡番号は明和町525である。近くには、曽

祢崎古墳群 1-4号墳（明和町526-529)がある。

県営ほ場整備事業（明星地区）により曽祢崎古墳

群が破壊される恐れがあったので、平成 6年12月12

日に試掘調査（第 3図1-4) を行った結果、 4号

墳は古墳ではないことが判明した。また、試掘坑 l

の部分で遺構・遺物が確認され、この部分にも遺跡

がある可能性がでてきた。そのため、平成 6年 1月

17日に第二次試掘調査（第 3図5-20) 

果、遺構・遺物が確認され、曽祢崎遺跡の範囲が東

方に広がっていることを確認し、本調査を行うこと

になった。
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調査の経過

(1) 調査経過概要

本年度の調査は、事業により掘削される部分2か

所の本調査と、事業により抜根を行う部分の工事立

会を行い、曽祢崎古墳群の平板測量を行った。

調査に参加して頂いたのは明和町在住の方々であ

る。ここに御名前を記し、御礼申し上げたい。

青木満子、荒木久貴、井上桂蔵、上村由兵衛、

奥田よ志、尾西徳二、北村博、雲谷義蔵、竹本

ひさゑ、田端一子、田端文子、中瀬忠治、西尾

肇、西功夫、西山京子、野村文吉、東谷露子、

森下瀧雄、森せつ子、森美智子、山本静子

（順不同、敬称略）

(2) 

4月24日

4月26日

を行った結

調査日誌（抄）

株式会社イビソクによる GPS測量。

松阪農林事務所と事前協議。

5月8日

5月10日

5月17日

5月18日

5月22日

5月29日

6月1日

6月2日

6月6日

6月7日

6月8日

6月12日

6月17日

6月19日

6月21日

6月22日

6月23日

6月26日

6月27日

6月28日

作業員初日、 A地区遺構検出開始。

SB8検出、このころから遺構続出。

抜根作業の工事立会。

A地区遺構検出・掘削続き。

B地区表土除去開始。

A地区遺構写真撮影。

B地区地区杭設定、遺構検出開始。

A地区実測用ポイント設置。

A地区遺構写真撮影。

A地区遺構実測。

B地区重機による調査区拡張。

現地説明会を開催、 120名の来訪を得る。

B地区実測用ポイント設置。

A地区下層調在開始。

A地区SF4断ち割り

B地区遺構写真撮影。

B地区下層調査。

B地区SFl3、SF 17断ち割り。

作業員終了。

B地区遺構実測。

各種図面、調査終了。

プレハブ搬出。

曽祢崎古墳群平板測量続き。

(3) 文化財保護法等にかかる諸通知

文化財保護法（以下、「法」）等にかかる諸通知は、

以下により文化庁長官あてに行っている。

・法第98条の 2第 1項（文化庁長官あて）

平成 7年4月7日付け教文第 730号（県教育長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（松阪警

察署長あて）

平成 7年8月8日付け教文第222-46号（県教育長通

知）

重機による表土除去。調査区周囲の水が

しみ込む。

A地区地区杭設定、プレハブ搬入。

曽祢崎古墳群の測量。

ー



11 位置と歴史的環境

1 位置
側に拡張された遺跡範囲のうちの1,300m2の調査を

行った。

南伊勢地方の主要な河川である櫛田川と宮川は紀

伊山地を水源とし、ともに伊勢平野を通って伊勢湾

に注いでいる。両河川に挟まれた旧度会・多気郡域
① 

内には多くの良好な遺跡が存在している。

曽祢崎遺跡 (1) は、多気郡明和町大字上野字曽

祢崎に所在する。近鉄山田線明星駅の北方約500m

にあり、伊勢市・小俣町との境に近い。周囲の地形

は大仏山丘陵から延びる標高10m程度の明野台地が

緩やかに伊勢湾寄りに傾斜しており、当遺跡はその

中央部の中位段丘上に位置する。当遺跡は明和町の
② 

遺跡詳細分布調査によって発見された。発見当初の

遺跡範囲は東西100m、南北80m、当時の現況は畑

であった。しかし、平成6年度にその東側の試掘調

査を行ったところ、遺物及び遺構が確認されたので、

遺跡の範囲が東側に150m拡張された。今回は、東

2 歴史的環境

(l) 旧石器•縄文時代

この地域の旧石器時代から縄文時代初めにかけて

の代表的な遺跡として、玉城町カリコ遺跡 (2)や

小俣町ママ田遺跡がある。多量のナイフ形石器、尖

頭器や剥片が表面採集されており、この地域の中核
③ 

的な石器製作遺跡と考えられている。上述の遺跡の

ほかに、明野台地から大仏山丘陵にかけては多くの

遺跡が確認されているが、ナイフ形石器・剥片の出

土量は少量であり、ごく短期間に生活をしていた跡

と考えられている。縄文時代の遺跡として、金剛坂

遺跡 (3)、栗垣内遺跡 (4)、斎宮池遺跡 (5)、

上村池遺跡などがある。

1 : 25,000カヽら）
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(2) 弥生時代

櫛田川下流域では、金剛坂遺跡・栗垣内遺跡・古
④ 

里遺跡 (6)等がこの時期の集落として営まれる。

特に明野台地西端部の金剛坂遺跡は弥生時代全般に
⑤ 

渡って大規模なムラを形成する。また、大仏山丘陵

にほど近い北野遺跡 (7)では、後期の竪穴住居と
⑥ 

方形周溝墓が確認されている。

以上のことから、弥生時代の人々はこの明野台地

周辺に連綿と、ある一定のつながりを持って居住し
⑦ 

ていたと考えられる。

(3) 古墳時代

この地域では、前期の古墳については現在のとこ

ろ確認されていないものの、玉城町小社遺跡からは
⑧ 

石釧の表採が報告されており、前期古墳の存在が考

えられている。中・後期になると、明和町・多気町

• 玉城町・小俣町・伊勢市にまたがる玉城丘陵には
⑨ 

斎宮池古墳群 (8)、天王山古墳群、神前山古墳群、
⑩ 

上村池古墳群、河田古墳群などの大規模な古墳群が、

大仏山丘陵には大仏山古墳群 (9)が築かれるよう

になり、明野台地にも曽祢崎古墳群 (10)、明星古
⑪ 

墳群 (11)、塚山古墳群 (12)、坂本古墳群 (13)が

〔註〕

① 『松阪市史』自然編（松阪市史編さん委員会、 1977年）

② 明和町斎宮跡保存対策室編『明和町遺跡地図』（明和町、 1988年）

③ 森田幸伸「大仏山とその周辺のナイフ形石器について」（『研究紀

要』 1号三重県埋蔵文化財センター、 1990年）

奥義次「三重県の遺跡」（『日本の旧石器文化』雄山閣1984年）

④ 谷本鋭次『古里遺跡遺跡発掘調査報告ーD地区ー』（三重県文化財

連盟、 1974年）

「古里遺跡C地区」（『古里遺跡斎王宮趾』三重県教育委員会1973年）

⑤ 山沢義貴•谷本鋭次『金剛坂遺跡発掘調査報告』（明和町郷土文化

を守る会、 1971年）

田村陽—「金剛坂遺跡」（『昭和59年度農業基盤整備事業地域埋蔵

文化財発掘調査報告』三重県教育委員会、 1985年）

⑥ 田村陽—「北野遺跡」（『平成 2 年度農業基盤整備事業地域埋蔵文

化財発掘調査報告』第2分冊 三重県埋蔵文化財センター、 1991年）

竹田憲治『北野遺跡（第 5次）発掘調査概報』（三重県埋蔵文化財

センター、 1996年）

- 3 -

築かれる。

神前山 1号墳からは画文帯神獣鏡が出土してい

る。同型鏡は鳥羽市神島の八代神社、亀山市井田川

茶臼山古墳、熊本市江田船山古墳、栃木県雀宮牛塚

古墳など県内外の古墳から21面出土しており、畿内
⑫ 

の政権との関係を考える上で興味深い。

(4) 飛鳥から平安時代

飛鳥から平安時代のこの地域を考えるときに念頭

におかなければならないのが斎宮跡 (14)である。

斎宮は伊勢神宮の天照大神の御杖代として仕えた斎

王（皇室の未婚の皇女）が常に生活した所である。

斎宮については延喜式等の文献に見られ、また発掘

調在によって地割りや倉庫群の存在が確認されてい

る。

さて、明和町を中心にこの辺り一帯では多くの土

師器焼成坑が見つかっている。北野遺跡や戸峯遺跡

(15)、本遺跡の南西 1kmに所在する水池土器製作
⑬ 

遺跡 (16)、堀田遺跡 (17) などがある。北野遺跡

で焼成された土師器は斎宮跡から出土する土師器と
⑭ 

類似しており、おそらく斎宮跡等に供給していたの

であろう。

⑦ 岩中淳之「伊勢（南勢） ・志摩のムラ」（『伊勢湾岸の弥生時代中

期をめぐる諸問題』東海埋蔵文化財研究会、 1990年）

⑧ 皇学館大学考古学研究会r伊勢市とその周辺の古墳文化』（皇学館

大学考古学研究会、 1993年）

⑨ 下村登良男『神前山 1号墳発掘調査報告書』（明和町教育委員会、

1973年）

⑩ 下村登良男ほか『河田古墳群発掘調査報告書m』（多気町教育委員
会、 1986年）

⑪ 奥義次ほか『明星古墳群発掘調査報告』（明和町教育委員会、

1975年）

⑫ 樋口隆康『古鏡』（新潮社、 1979年）

澄田正—「伊勢湾沿岸の画文帯神獣鏡について」（『近畿古文化論孜』

橿原考古学研究所編、 1963年）

⑬ 伊藤久嗣・伊勢野久好「堀田遺跡」（『昭和55年度県営圃場整備事

業地域埋蔵文化財発掘調査報告』、 1981年）

⑭ 田村陽—「北野遺跡」（『平成 2 年度農業基盤整備事業地域埋蔵文

化財発掘調査報告』第2分冊 三重県埋蔵文化財センター、 1991年）

竹田憲治『北野遺跡（第 5次）発掘調査概報』（三重県埋蔵文化財

センター、 1996年）
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m 調査の成果～層位と遺構～

l 調査の方法

(l) 調査区の設定と基準点の設定

当遺跡の調査に当たっては、南側の地区をA地区、

北側の地区をB地区として調在を行った。

調査前に株式会社イビソクによる GPS測量と水

準測量を行い、各調査区及び古墳群に国土座標の基

準点7点及び水平基準点 2点の振り込みを行った。

(2) 小地区の設定

各調査区内は、設定された基準点をもとに 4m方

眼を切り、 A地区は北西からAl-、B地区は a1 

～として小地区を設定した。調査区の方眼は国土座

標に合わせている。

(3) 下層調査の方法

調査中に、旧石器時代の遺物が出土した。この地

域の旧石器時代の遺物は、縄文時代以降の遺構検出

面である橙色系土を若干除去したところから出土す

るため、この面（上層）の検出・掘削終了後に下層

の調査を実施した。

下層の調査は、上層で旧石器時代の石器が出土し

ている地点およびその周辺を、小地区の 1/4の範

囲を設定し、小さな道具で少しずつの掘削を行った。

2 基本層序

調査区は、前述のとおり遺跡の東端で微高地端部

に位置し、南東に向かって低くなっている。また、

A調査区の東外側は湿地となっており調査期間中水

没していた。そのため、 A地区の東部と B地区の南

部は常時水に浸かっており、必要に応じて排水を行

いながらの調杏となった。

調査区の基本層序は、両地区ともに上から耕土、

褐色系の包含層、橙色土となっている。橙色土を検

出面として調査を行った。 A地区の包含層の厚さは

10~20cm 、 B 地区は10cm程度で、両地区共に包含層

からの遺物の出土は比較的希薄であった。
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3 上層の調~(遺構）

竪穴住居 2棟、掘立柱建物 7棟、土師器焼成坑 3

基、溝2条および多数の土坑、ピットを検出した。

時代は弥生時代中期、古墳時代前期、古墳時代後期、

飛鳥から奈良時代の 4時期に大分される。以下、各

遺構についての特徴を述べるが、数値等は遺構観察

表を参照されたい。

(1) 弥生時代中期の遺構

土坑 1基を確認した。

SK 15 (第 6図）

B地区の北部で検出した長さ5.lm以上の楕円形

土坑である。最近まで使われていた溝SDl6に切ら

れる。土坑中央部床面から少し離れて弥生時代中期

の壺 3個体以上及び混入と考えられる前期の甕のロ

縁部が出土した。

(2) 古墳時代前期の遺構

土坑、ピットを検出した。

SK  7 (第 4図）

A地区中央部北壁寄りで検出した、長径1.6m、

短径 1mの楕円形土坑である。 S字状口縁台付甕や

ミガキが施された高杯などの古式土師器が出土し

た。

P i t 1 (第4図）

A地区の中央北壁付近で検出した。調査区内では

建物としてまとまらないが、調査区の北側にこのピ

ットを使った建物が立つ呼能性がある。 S字状口縁

台付甕などが出土している。

(3) 古墳時代後期の遺構

掘立柱建物 1基、土坑2基を確認した。

A 掘立柱建物

SB 8 (第 7図）

A地区の中央北壁付近で検出した総柱建物であ

る。 N-40°-Wの南北棟で、桁行 3間(8.lm)、梁行

3間 (3.3 m)、柱間は等間である。梁行方向の柱通



りは悪い。柱掘形は径60cmの円形である。柱痕跡は

ほとんどの柱穴で検出できた。柱穴 1の柱痕跡から

は土師器椀が横を向いた状態で出土している。廃絶

後に投棄されたものであろうか。

B 土坑

SK5•SK6 (第8図）

A地区の東部で検出した、ほぽ平行する 2基の楕

円形土坑である。 SK6は掘削後に 2つに分かれた

が、検出時点では同一の土坑と判断され、埋土も共

通していたため、ここでは同一の土坑とする。埋土

はSK5・6共に上層が黒色土、下層は灰黄褐色土

であった。下層は使用中および廃絶後間もなく、上

層はそれ以降の時期に一気に埋まった感がある。両

土坑の間は約 4mで、内側に当たる部分の傾斜が、

外側に比べて急な角度になっている。 SK5の下層

から、ミニチュア土器と手づくね土器が出土してい

る。

(4) 飛鳥から奈良時代の遺構

竪穴住居 2棟、掘立柱建物 5棟、土師器焼成坑3

基および多数の土坑・ピットを検出した。

A 竪穴住居

SH 19 (第9図）

B地区中央で検出した。西半分が調査区外にのび

る。削平が激しくプランははっきりしない。柱穴は

6個確認でき、うち 2本は建て替えによるものと考

えられるが、拡張か縮小かは不明である。 SH20と

切り合っており、区別できないままに一緒に掘削し

てしまったため、断面による前後関係ははっきりし

ない。 SHl9の主柱穴がSH20の壁を切っているた

め、 SHl9の方が新しいと考えた。北辺にカマドを

持つが、削平が激しく東側袖の外側は検出できなか

った。また、袖部分の断ち割りを行ったが、構築の

ラインは確認できなかった。カマドの床面は厚さ

2 cmほど被熱しており、この上から二次焼成を受け

た甕の口縁部が伏せた状態で出土していた。支柱で

あろうか。カマド内からは土師器甑も出土している。

S H20 (第9図）

B地区中央で検出した。西半分が調査区外にのび

る。短辺3.5m、長辺4mの方形の住居と考えられ、

4個の主柱穴を確認した。東辺中央に焼土を検出し
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たが、この部分は削平が激しくカマドの残骸である

可能性もある。

なお、 SH19・20の中央部で深さ20cm程度の不定

形土坑が検出されたが、 SH19・20との前後関係は

明らかにできなかった。

B 掘立柱建物

SB 9 (第10図）

A地区の中央部南壁寄りで、 SBlOと一部重複し

て検出された側柱建物である。一部分は調査区外に

のび、 SBlOに切られる。 E-lZ0-Nの東西棟で、桁

行 4間 (6.6m)、梁行 3間 (4.5m) で、桁行の柱

間は両端が短く、梁行の柱間は等間である。 1尺を

30cmとすると桁行22尺、梁行15尺となる。土師器甕、

土錘等が出土した。

SB 10 (第10図）

A地区の中央部南壁寄りで、 SB9と一部重複し

て検出された側柱建物である。一部は調査区外にの

びる。 SB9を切る。 E-2°-Nの東西棟で、桁行4間

(7. 6m)、梁行3間 (4.2m)で、桁行の柱間は等間、

梁行の柱間は中央部だけ短くなっている。 1尺を

30cmとすると桁行 6尺余、梁行14尺となる。須恵器

杯身、土師器甕、土錘等が出土した。

SB 11 (第11図）

A地区の中央部北壁寄りで検出した側柱建物であ

る。 SK6を切る。 N-6°-Wの南北棟で、桁行 5間

(7 .8m)、梁行 2間 (3.6m) で、柱間は桁行の中

央部のみ長い。 1尺を30cmとすると桁行26尺、梁行

12尺となる。柱穴 1には、柱根が残っていた。須恵

器甕、土師器椀．甕、土錘等が出土した。

S 821 (第12図）

B地区の中央部西壁寄りで検出した側柱建物であ

る。一部が調査区外にのびる。 E-21°-Sの東西棟と

思われる。桁行 5間以上 (6.75m以上）、梁行 3間

(4.05m) で、柱間は等しくない。 1尺を30cmとす

ると梁行13.5尺である。土師器甕等が出土した。

S 822 (第12図）

B地区の中央部西壁寄りで検出した側柱建物であ

る。一部は調査区外にのび、 SH19・20を切る。

N-8°-Eの南北棟と思われる。桁行4間(6.3m)、梁

行 3間以上 (2.7m以上）で、桁行の柱間は両端が

短い。 1尺を30cmとすると桁行は21尺である。土師



器甕等が出土した。

S 823 (第13図）

A地区の中央部で検出した総柱建物で、棟持柱を

持つ。 SB9と一部重複するが、柱穴の切り合いは

ない。 E-37°-Nの東西棟で、桁行3間 (4.5 m)、梁

行 2間 (4.0m)で、柱間は等間である。 1尺を30cm

とすると桁行15尺、梁行6.5尺余となる。須恵器壺、

土師器甕等が出土している。

C 土師器焼成坑

SF 4 (第14図）

A地区の中央部南壁寄りで検出した隅丸二等辺三

角形の土師器焼成坑である。床面は三角形の底辺部

から頂点部へ緩やかに高くなる。頂点部は南を向く

が、付近の微地形は南に向かって緩やかに低くなっ

ており、土師器焼成坑は等高線にほぼ直行している。

残りは悪く、検出面からの深さは15cmで、床面はあ

まり焼けていなかった。須恵器の小片と土師器甕が

出土した。

SF 13 (第14図）

B地区の中央部北寄りで検出した、二等辺三角形

の土師器焼成坑である。 SD14を切る。三角形の底

辺部は直線状をなし、床面は底辺部から頂点部へ緩

やかに高くなる。頂点部は南東を向くが、付近の微

地形は南東に向かって緩やかに低くなっており、土

師器焼成坑は等高線にほぽ直行している。検出面か

らの深さは15cmで、床面の残りはよく、深さ 3cmほ

ど比熱して赤くなっていた。須恵器の小片、土師器

椀・甕および円形の土錘、炭が出土している。

SF 17 (第14図）

B地区の中央部南寄りで検出した隅丸二等辺三角

形の土師器焼成坑である。床面は三角形の底辺部か

ら頂点部へ緩やかに高くなる。頂点部は南東を向く

が、付近の微地形は南東に向かって緩やかに低くな

っており、土師器焼成坑は等高線にほぽ直行してい

る。検出面からの深さは15cmで、床面直上に炭の層

を検出した。土師器甕、炭などの他、不明土製品も

出土した。

D 溝

S D14 (第4図）

B地区北部で検出した。 E-34°-Nの方角で蛇行し

て流れている。遺物は土師器片が少量出土している
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のみであるが、 SF13に切られており、それ以前の

ものであることがわかる。

E 土坑

SK  1 (第 4図）

A地区西部で検出した長径1.3m、短径l.lmの楕

円形土坑である。須恵器甕と土師器甕の小片が出土

した。

SK  2 (第4図）

A地区西部、 SKlの南で検出した長径1.4m、

短径 1mの楕円形土坑である。土師器甕の小片が出

土した。

(5) 時期不明の遺構

溝1条、土坑 1基がある。

A 溝

SD 16 (第4図）

B地区北部で検出した。東から弧を描いて北に流

れる。遺構面からの深さは lm以上と深い。地元の

方の話によれば、東側の水田から北側の小川に流れ

込む排水路で、県営ほ場整備以前まで使っていたも

のではないかということであった。

B 土坑

SK  3 (第 4図）

A地区北西隅で検出した。西、北側が調査区外に

のびるが、楕円形土坑であろう。掘削時に水が湧き

出し、完掘できなかった。近世のものと思われる磁

器が出土した。

4 r層の調在
上層の調査終了後に、前述の方法により下層の調

査を行った。その結果、製品の出土はなかったが、

第 5図の薗の部分からチャート製を主体とする剥片

が出土した。各出土地点と出土品の内容は第 1表の

とおりである。
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No 調査区 取り上No 北から南(mへ) 西から東(mへ) 標高(m) 器種 石材 備考
の距離 の距離

1 A4SE 1 170 110 4.17 剥 片 頁 右μ..J 

2 B4NW 1 150 178 4.20 剥 片 チャート

3 F 3 SE 1 152 28 4.16 剥 片 チャート

4 F4NW 1 153 83 4.05 剥 片 チャート

5 12 NW ,,, .. , ... ,.,. 剥 片 チャート

6 12 NW '. '"  • 一，．．一• 一• ● "'  剥 片 チャート

7 12 NW 細 片 チャート

8 I 1 SE 剥 片 チャート， F 3 Pit 5 上層の遺構検出・掘削中に出土 剥 片 チャート 二次調整あり？

10 I 3 Pit 5 ~ 細 片 チャート

11 E 2 Pit 1 ~ 石 核 チャート

12 B7 包 ~ 剥 片 チャート

13 D4 包 /,, 剥 片 チャート

14 D4 包 /,, 細 片 チャート

15 F4 包 /,, 細 片 チャート

16 F4 包 /,, 細 片 サヌカイト

17 G4 包 /,, 剥 片 チャート

18 12 包 ~ 剥 片 チャート

19 a8 包 // 剥 片 チャート

20 al2 包 ~ 剥 片 チャート

21 bl 包 ~ 剥 片 チャート

22 b12 包 ，，， 細 片 チャート

23 bl2 包 /,, 細 片 チャート

24 地区外 /,, 不定形石核 チャート

第 1表 旧石器時代遺物一覧表（実測図以外のもの）
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第14図
SF4 

1 S F 4埋土（焼土炭混灰褐色粘質土）

2 // (焼土炭混灰黄褐色粘質土）

3 // (焼土混黄褐色粘質土）

4 P i t埋土
SF 13 

1 SF 13埋土（焼土炭混褐色粘質土）

2 // (炭多く混褐色粘質土）

3 SF 13床面（土が被熱して炭化したもの）

4 // (土が被熱して赤化したもの）

SF 17 

1 SF 17埋土（焼土炭混褐色粘質土）

2 // (炭）

3 // (焼土）

4 SF 17床面（土が被熱して炭化したもの）

5 // (土が被熱して赤化したもの）

D床面が被熱している部分
2m 

第14図 S F 4·13• 17 平面• 立面図 (1: 40) 
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竪穴住居

規模 平均深さ 方向（長軸 カマド・ 主 柱 八占~ 掘 形 主柱穴

遺構名 （東西x南北）
(cm) を中心に） 焼土の位置

柱痕径 時期 備 考

(m) 形状 径(cm) 深(cm) (cm) 

S H19 不明x不明 10 N25°W カマド・北辺 円形 約30-40 35 15 7世紀代 SH20より新しい

SH20 3.5X4.0 10 N25°W 焼土・東辺中央 円形 約40 40 不明 7世紀代

掘立柱建物

規模 総柱・ 桁行(m) 梁行(m) 柱 八占 掘 形 柱痕径
遺構名 側柱の 柱間 柱間（北から 棟方向 時期 備 考
桁行X梁間 別 （北からもしくは西から） もしくは西から） 形状 径(cm) 深(cm) (cm) 

SB8 3間X3間 総柱 8.1 3.3 N40゚ W 円形 約60cm 約30cm 約20cm 6世紀後半 梁行方向の柱
2.7+2.7+2.7 1.1+1.1+1.1 南北棟 -30 通りが悪い

SB9 4間X3間 側柱 6.6 4.5 El2゚ N 円形 約50cm 約50cm 約25cm 6世紀末～
1.5+ 1.8+ 1.8+ 1.5 1.5+1.5+1.5 東西棟 -60 -30 7世紀初頭

S BIO 4間X3間 側柱 7.6 4.2 E 2°N 円形 約40cm 約50cm 約20cm 6世紀末～ SB9より新
l.9+1.91.9+1.9 1.5+1.2+1.5 東西棟 -50 7世紀初頭 しい

SBll 5間X2間 側柱 7.8 3.6 N 6°W 円形 約40cm 約50cm 約15cm 6世紀末～ SK6・7よ
1.5+ 1.5+ 1.8+ 1.5+ 1.5 1.8+1.8 南北棟 7世紀初頭 り新しい

S B21 5間X3間 側柱 6.75以上 4.05 E21゚ S 円形 約40cm 約50cm 約15cm 7世紀後半
以上 ? +l.8+1.8+1.65+1.5 1. 35+ 1. 35+ 1.35 東西棟 -50 

S B22 4間X3間 側柱 6.3 2.7以上 N 8°E 円形 約40cm 約30cm 約15cm 7世紀後半 S H21、22よ
以上 1.35+1.8+ 1.8+ 1.35 ?+l.2+1.5 南北棟？ -40 -20 り新しい

S B23 3間X2間 総柱 4.5 4.0 E37゚ N 円形 約30cm 約30cm 約15cm 6世紀後半
1.5+1.5+1.5 2.0+2.0 東西棟 -40 -20 ～末

土師器焼成坑

長さ 幅 深さ 出 土 遺 物
遺構名

(m) (m) (cm) 
長軸方向 時 期 備 考

須恵器 土師器 そ の 他

SF4 2.9 1. 5 15 N 4°E 瓶類 甕 飛鳥～奈良時代

S F13 2.9 1.6 15 E30°S 瓶類 甕．椀 粘土塊•土錘•炭 7世紀後半-8世紀初頭 S D14より新しい

S F17 3.1 1. 5 15 N45°W なし 甕 不明土製・粘土塊・炭 7世紀後半-8世紀初頭

溝

＇ 遺構名 幅(m) 長さ (m) 深さ (cm) 方 位 流れる方向 時期 備 考

S D14 1.2 8以上 15 E33°N 不明 古墳時代？

S Dl6 0.4-0.8 9以上 110 E14°SからN25°Wへ 東から北へ 近代 最近まであった水田の排水路

土坑

遺構名 規模 (m) 深さ (cm) 時期 備考

SKI （東西） l.3X (南北） 1.1 15 

SK2 （東西） l.4X (南北） 1.0 5 

SK3 （東西） 3.0以上 完全掘削せず 近世

SK5 （東西） l.4X (南北） 3.6 40 6世紀後半

SK6 （東西） 2.3X (南北） 4.2 35 6世紀後半

SK7 （東西） 1.6X (南北） 1.0 5 古墳時代前期

S Kl5 （東西） 1. 7X (南北） 5.1以上 15 弥生時代中期

ピット

遺構名 取り上げ遺構名 径 (cm) 深さ (cm) 時 期 I 備 考

Pit 1 J 1 pit 1 35 20 古墳時代前期
I 

Pit 2 H 1 pit 1 30 25 6世紀代

第2表遺構観察表
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w 調査の成果～出土遺物～
1 18石器時代の遺物 (1--6)

ナイフ形石器 (1・2) は、どちらもチャート製

で、 1は正面から見て左側縁に粗い背部調整が施さ

れている。刃部には刃こぼれが認められる。 2は右

側縁と左側縁基部に背部調整が施されている。掻器

(3) はチャート製で、刃部は両面に調整を施して

いる。 4は頁岩製で、縦長剥片の両縁に二次調整が

施されたもので、ナイフ形石器の可能性もある。先

端と基部を欠損する。 5はチャート製の二次調整の

ある剥片で、断面台形状をなす。刃部には刃こぽれ

痕が認められる。 6はチャート製の縦長剥片の石核

である。礫皮面を残し、 6面以上の剥片剥離面を持

つ。

2 弥生時代中期の遺物

(1) SK 1 5出土の遺物 (7-11)

弥生時代中期（第w様式）ごろの壺 (7・10・11)

と前期の甕の口縁部 (8)が出土している。 9は半

歓竹管文の中に竹管文を並べたもので、壺の胴部で

あろうか。

3 古墳時代繭期の遺物

(1) P i t 1出土の遺物 (12・13)

S字状口縁台付甕 (12) は、屈曲部に 2条の沈線

を持つもので、 B類新段階から C類古段階と考えら

れる。土師器高杯 (13) には、外面にていねいな磨

きが施されている。

(2) SK 7出土の遺物 (14)

S字状口縁台付甕 (14) は、 12より若干新しく、

C類古段階と考えられる。

4 古墳時代後期の遺物

(l) P i t 2出土の遺物 (15)

15は須恵器甕の口縁部と考えられる。小片のため

詳細な時期は不明だが6世紀代のものであろう。

(2) SK 5出土の遺物 (16-22)

SK5の埋土は上下 2層に分かれるが、 16-18は

- 16 -

上層から出土している。 16は須恵器高杯の杯部と考

えられ、杯部にロクロによる波状文が施されている。

18の土師器甕の口縁部はあまり外反せず、端部は面
② 

取りが施されている。 6世紀後半のものであろうか。

19-22は下層の底部直上で確認したもので、すべ

てミニチュア製品である。何らかの祭祀に用いられ

たものであろうか。

(3) SK 6出土の遺物 (23-26)

SK6の埋土も上下 2層に分かれるが、 23-26は

全て上層から出土してる。 23・24は共に陶邑編年の
③ 

MT85-TK43型式に併行するものである。土師器

甕 (25)の口縁部はあまり外反せず、端部は丸くお

さまる。 26の底部には、焼成前の線状のヘラ書きが

みられる。

(3) SB 8出土の遺物 (27・28)

27は須恵器の壺もしくは冦の頸部と思われる。器

壁は薄い。波状文が施されているが、模様は不揃い

である。類似のものが大仏山32号墳から出土してい
④ 

る。土師器椀 (28) は、柱穴 1の柱痕跡から横を向

いた形で出土したもので、やや深めの椀である。 6

世紀後半のものか。

5 飛鳥時代から奈良時代の遺物

(1) SH19・20出土の遺物 (29-32)

29-31は、 SHl9のカマド埋土から出土したもの

である。 30は倒立した形で出土した。二次焼成をう

けて赤くなっている。カマドの支柱に用いられたも

のと考えられる。土師器甑 (31) は口縁部のみの出

土である。 32は、口縁部が強く外反し、端部はつま

み上げられている。 SHl9とSH20を区別する前、

一つの土坑としてとらえていた段階で出土したもの

で、いずれの竪穴住居に伴うのか区別できない。ま

た、純粋な SH20出土の遺物は確認できなかった。

これらの遺物は 7世紀代のものと考えられる。

(2) SB 9出土の遺物 (33-35)

土師器甕 (33)の口縁部は、あまり外反せず、端

部には面取りが施されている。頸部は厚い。 34は33

よりも口縁端部に強いナデが行われ、端部がつまみ
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上げられている。土錘 (35) は、円筒状のもので、

粘土接合痕を残す。

(3) 5B10出土の遺物 (36-38)

須恵器杯 (36) は陶邑編年TK209型式に併行す

るものである。土師器甕 (37) は柱の掘形から出土

したものである。口縁部はあまり外反せず長く、端

部はナデられている。 38は口縁部が強く外反し、端

部はつまみ上げられている。

(4) S B11出土の遺物 (39・40)

土師器椀 (39) はやや深めで、丸味を帯びている。

7世紀前半以前のものとできよう。土錘 (40) は円

筒状でオサエ跡が強く残る。

(5) S821出土の遺物 (41)

土師器甕 (41) は口縁部が強く外反し、端部がつ

まみ上げられている。頸部はやや厚い。 7世紀後半

に位置づけられる。

(6) 5B22出土の遺物 (42)

土師器甕 (42) は口縁部が強く外反し、端部がつ

まみ上げられている。 7世紀後半に位置づけられる。

(7) S823出土の遺物 (43)

須恵器壺 (43) の口縁部が出土している。 6世紀

末ごろのものであろうか。

〔註〕

① 赤塚次郎 r廻間遺跡』（愛知県埋蔵文化財センター、 1990年）

② 上村安生「北野遺跡出土遺物概要について」 0第1回窯跡研究会
資料』窯跡研究会、 1995年）

No 登録No 器種 出土位置 法量 [cm] 残存度

1 015-01 器ナイフ形石 包含層 最最厚長 3 8 最重量幅： 2 5 完形
B-b3 :09 :6.01g 

2 012-01 ナイフ形石 包含層 最最長厚 ： 3.15 最重量幅 1.65 完形
器 B-a7 : 0 7 . 2 71 g 

3 016-01 掻器 包含層 最最厚長 ： 3.3 最重幅量 ： 5.6 完形
A-A4 :1.3 :199g 

4 014-01 
一あ次る調剥整片の 包含層 最最厚長： 4 8 最重量幅. 2 5 一部欠

A-H4 : 1 0 : 12 5 g 

5 013-01 
一あ次る調剥整片の 包含層 最最厚長 ： 3 7 最重量幅 4 2 完形

A-J4 :1.1 :14.68g 

6 013-02 石核 包含層 最長： 5 8 最幅 2 9 
A-F4 

7 003-01 壺弥生土器 SK15 頸口径部 ： . 5 11.00前前後後 1/10 
3/5 

8 004-01 弥甕生土器 SK15 口径：小片のため不明

9 003-04 壺弥生土器 SK15 口径小片のため不明

10 003-03 壺弥生土器 SK15 底径： 7 9 完存

11 003-02 壺弥生土器 SK15 底径： 6 8 小片

12 010-08 
土台S付字師状器甕口縁

Pitl 口径．小片のため不明

13 001-06 
翡器

Pitl 口径： 14.0前後 1/4 

14 010-06 
土台S付字師状器甕口縁

SK7 口径小片のため不明

15 Oll-01 須恵器 Pit2 口径：小片のため不明

第3表遺物観察表(1)

(8) S Fl3出土の遺物 (45-49)

土師器椀 (45・46) はやや浅めで、ヨコナデ部分

の割合が多い。土師器甕 (47・48)の口縁部は強く

外反し、端部はつまみ上げられている。頸部は薄め

である。 7世紀後半から 8世紀初頭に位置づけられ

る。土錘 (49) は球状のものである。

(9) S Fl7出土の遺物 (50-52)

土師器甕 (50・51) の口縁部は強く外反し、端部

はつまみ上げられている。 7世紀後半から 8世紀初

頭に位置づけられる。不明土製品 (52) は粘土塊を

片手で握り、上からもう一方の手の指で凹ませたも

のである。

OD) S016出土の遺物 (44)

磁器椀 (44) は明治期以降のものであろう。

01) 包含層出土の遺物 (53-58)

須恵器杯 (53) は陶邑編年TK209型式に併行す

るものである。 54は53とほぼ同じ口径を持つが、器

高が高く、 53の杯部が丸味を帯びているのに対し直

線的な杯部を持つ。 55は小形の須恵器壺の胴部であ

ろうか。胴部に沈線と波状文を持つ。土師器甕 (56

・57)は、やや強く外反する口縁部の端部に面取り

を施したもので、頸部はやや厚めである。土錘 (58)

は円筒状のものである。

③ 田辺昭三 r須恵器大成」（角川書店、 1981年）

④ 大西素行ほか『大仏山 32号墳（倉子古墳）発掘調査報告書J

（玉城町教育委員会、 1986年）

形態・技法・ 調整等の特徴 胎土・石材 焼成 色調 備考

左側縁に粗い背部調整 チャート

右側縁と左側縁基部に背部調整 チャート

刃部の両面に調整 チャート

縦長剥片の両縁に二次調整 頁岩 ナイフ形能性石
器の可

上辺に刃潰し チャート

6面以上の剥片剥離面をもつ チャート

外内： ナナデデ後、胴口縁部部に刺刺突突文・簾、状胴部文に•黒波状斑残文る 密砂少、径し混1 mmの 良 浅黄橙
10YR8/3 

内：ナデ 外黒斑：あナデり後頸部に沈線、口縁部 粗砂多、径く混1 mmの 贔 にぶい黄橙に刻み目、 10YR7 /3 

外内：ナデ 砂密、少径し混1 mmの 悶
にぶい黄橙

：ナデ後、半裁竹管文•竹管文 10YR7/3 

外内：ナデ、 オサエ 砂密少、径し混1 mmの 悶 浅井黄橙’ナデ、オサエ、黒斑あり 10YR8/4 

外内’ナデ 密砂少、径し混1 mmの 悶 浅井黄橙：ナデ、黒斑あり 10YR8/4 

外内：ヨコナデ 密 良 にぶい橙
：ヨコナデ後、口縁下部に沈線2条 7 5YR6/4 

外内’ハケメ、ナデ 密 良 橙
．ハケ後、ていねいなミガキ 7 5YR6/6 

外内：ョコナデ 微入砂粒多く混 良 にぶい橙
ヨコナデ 10YR6/4 

外内：ヨコナデデ後 密し混、微入砂粒少 闘 灰白・ ョコナ 、沈線、波状文 7.5Y7/l 
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No 登録No 器種 出土位置 法量 [cm] 残存度 形態• 技法・調整等の特徴 胎土• 石材 焼成 色調 備考

16 004-04 須高杯恵器 SK5 杯部最大径： 13 0程度 小片 外内 ロクロナデ 密く混、微入砂粒多 良 灰
：ロクロナデ、波状文、カキ目 5Y5/l 

17 004-02 占師器 SK5 口径： 11 0程度 小片 外内・ナデ、 ヨコナデ 密 良 橙
．ナデ 5YR7 /8 

18 004-03 白師器 SK5 口径：小片のため不明 外内．ナデ、ヨコナデ後後、体口縁部にヨコハケ(（5-6本本/／cm)） 密く混、微入砂粒多 良 にぶい橙
：ナデ、ヨコナデ 、 にタテハケ 5-6 cm 7 5YR7/3 

19 001-03 手器捏ね土 SK5 口径： 4 6 完存 外内 ナデ 密し混、微入砂粒少 良 灰10黄YR褐4/2 オサエ、ナデ、焼成前の傷あり

20 002-04 ミニチュ SK5 底径： 4 2-4 8 完存 外内．ナデ 密し混、微入砂粒少 良 にぶい橙

高ア杯土器
・オサエ、ナデ 7 5YR7 /4 

21 002-03 ミニチュ SK5 口径： 7.5 翡 外内 ナデ 密し混、微入砂粒少 良 にぶい黄橙

椀ア土器 ナデ 10YR7/4 

22 001-04 讀質
SK5 穴最径長 ： 3 3 重最量幅 0 9 少けあし欠り 外円面筒状に焼、完て前いのね圧い痕なあナデり調整 密し混、徴入砂粒少 良 にぶい橙

: 0 2 2 51 g 7 5YR7/4 

23 002-01 須杯恵蓋器 SK6 
口径.12 0前後 1/8 内外 ロクロナデ 密し、混微入砂粒少 良 褐灰

：ロクロナデ、ロクロケズリ 10YR6/2 

24 002-02 須杯恵身器 SK6 器口径高 13 0前後 1/2 外内：ロクロナデ 砂密多、径く混1 mmの 良 褐10灰YR6/l : 4 4 ：ロクロナデ、ロクロケズリ

25 004-05 点師器 SK6 口径： 17.0前後 1/2 外内 ナデ、ヨヨココナナデデ後後、体、部口縁ににヨコハケ(6 細入砂粒多く混 良 浅黄橙
：ナデ、 タテハケ -7本/cm) 10YR8/4 

26 005-01 白師器 SK6 残存部最大径： 15 0 底ぽ完部存ほ 外内．ナデ 細入砂粒多く混 良 にぶい黄橙
：ハケメ (4本/cm)、焼成前のヘラ描きあり 10YR7/4 

27 005-02 i恵器 SB8 頸部 外内．ロクロナデ 密し混、微人砂粒少 良 灰白
1/4 ロクロナデ後ヽ 、波状文 2 5Y7 /l 

28 001-05 古師器 SB8 口径高 ・ 13 前5前後後 口縁 外内 ナデ、ヨコナデ 細入砂粒多く混 闘 明黄褐器.5 5 1/2 ．オサエ、ヨコナデ、ナデ、粘土接合痕残す、黒斑 10YR6/6 

29 007-03 須蓋恵器 SH19 つまみ径 4 0 完つ存まみ 外内．ロクロナデ、ナデ 密し混、微入砂粒少 良 灰
ロクロナデ 5Y5/l 

30 007-01 点師器 SH19 口径 15 0 完存 外内 ヨコナデ、体体部部ヨコハケ (（ 5本本/／cm)） 細入砂粒多く混 良 橙 一を次受焼け成る
ヨコナデ、 タテハケ 5 cm 7 5YR7/6 

31 007-04 i師器 SH19 口径.26 0前後 口縁 外内’ヨコナデ、体体部部にナナメハケ（(本5/本/cm)cm) 細人砂粒少し混 良 にぶい黄橙
1/3 ：ヨコナデ、 にタテハケ 5 10YR7/4 

32 008-01 占師器 SH19 口径 22 0前後 口縁 外内・ョコナデ後体、部口縁までヨコハケ（(本5本／/cm）) 細入砂粒少し混 良 にぶい黄橙
20 3/4 ヨコナデ、 にナナメハケ 5 cm 10YR7/3 

33 009-02 点師器 SB9 口径：小片のため不明 外内 ヨコナデデ後 細入砂粒多く混 良 灰黄褐
：ヨコナ 、口縁部にナナメハケ (6本/cm) 10YR6/2 

34 009-01 ず面器 SB9 口径．小片のため不明 外内．ヨコナデ 細入砂粒少し混 良 浅黄橙
．ヨコナデ、オサエ、粘土接合痕残る 10YR8/4 

35 009-03 甘F SB9 最穴長径 ・ 6 0 最重量幅 1 3 少けあし欠り 円オ筒サ状エ、 ナデ調整、 タテ方向の接合痕残る
微入砂粒少し混 良 浅黄橙

: 0 3 : 9. 96 g lOYRS/4 

36 009-04 杯須恵身器 SBlO 口径 11 5前後 小片 外内：ロクロナデ 密し混・微入砂粒少 良 灰白
ロクロナデ 2 5Y7 /l 

37 009-06 白師器 SBlO 口径小片のため不明
外内：磨タ減テがハ激ケし(く6不本/明cm) 薄く残る

細入砂粒多く混 良 淡黄
2 5Y8/3 

38 009-05 白師器 SBlO 口径：小片のため不明 外内：ヨコナデデ後 微入砂粒少し混 良 浅黄橙
ヨコナ 、タテハケ (14本/cm) 10YR8/3 

39 010-02 占師器 SBll 口径.11 5前後 口縁 外内 ヨコナデ、ナオデ 密し混・微入砂粒少 良 浅黄橙
1/8 ’ヨコナデ、 サエ lOYRS/4 

40 010-01 
土：質

SBll 穴最径長 ： 7 0 重最量幅 1 5 完存 円オ筒サ状エ、 ナデ調整
微入砂粒少し混 良 橙

0.3 : 12,4g 7.5YR7/6 

41 010-03 白師器 SB21 口径.14 5前後 ~/, 外内．ヨコナデ、体口縁部部・体部にヨコ本ハ／ケ (） 6本/cm) 細入砂粒少し混 良 淡黄．ヨコナデ、 にタテハケ (8 cm 2 5Y8/4 

42 010-04 占師器 SB22 口径．小片のため不明 外内 ヨコナデ、口縁部にヨコハケ (5本/cm) 細入砂粒多く混 良 浅黄橙
：ヨコナデ 10YR8/4 

43 010-05 空須~恵器 SB23 口径 '120前後 口縁 外内 ロクロナデ 微入砂粒多く混 良 灰
1/4 ロクロナデ N4/0 610 

44 010-07 
は器

SD16 口径： 10 0前後 口縁 内：施釉、体部に円形文様、高台内面も施釉 緻密 良 灰白
1/5 10Y8/l 

45 005-04 出iii器 SF13 口径 10 0前後 口縁 外内・ョコナデ、 ナオデ 密し混•微入砂粒少 良 にぶい黄橙
1/4 ヨコナデ、 サエ 10YR7/4 

46 005-03 古師器 SF13 口径： 12 0前後 口縁 外内 ヨコナデ、ナオデ 密し混・微入砂粒少 良 にぶい黄橙
1/8 ．ヨコナデ、 サエ 10YR7/4 

47 006-02 占師器 SF13 口径．小片のため不明 外内：磨減が激しく不明 細入砂粒少し混 闘 明黄褐．ヨコナデ 10YR7/6 

48 006-01 白師器 SF13 口径 ・220前後 門I, 外内 ヨコナデT、口縁部からヨコハケ(6本/cm入黒斑 微入砂粒多く混 良 浅黄橙．ヨコナ 10YR8/4 

49 006-03 
ば質

SF13 最穴長径 ： 2 8 最重量幅 3 5 完存
球オ状サエ調整

細入砂粒多く混 良 黄橙
0.8 25.2 g 7 5YR7/8 

50 006-05 点師器 SF17 口径．小片のため不明 外内： ヨコナナデ 細入砂粒多く混 良 褐色
：ヨコデ 7 5YR4/4 

51 006-06 点師器 SF17 口径：小片のため不明
外内 ’：磨磨減減がが激激ししくく不不明明 細入砂粒少し混 良 橙

7 5YR7/6 

52 006-04 
不土品明師土質製

SF17 最最高長 ： 4.2 厚最幅さ 3 5 完存
外内・：手指での握腹っにたよ跡るかナ、デ、ヒ平ビが滑残る 密し混・微入砂粒少 良 黄橙

: 2.1・0  9 7 5YR7/8 

53 Oll-02 杯須恵身器 包含層 器口径高 ： 12 受5前部後径 秤 外内：ロクロナデ 密く混•微入砂粒多 良 灰
:36 :15.0前後 ・ロクロナデ、ロクロケズリ 7 5Y6/l 

54 011-03 杯須恵身器 包含層 器口径高： 412.0.0受前部後径： 15 0前後
受部 外内：ロクロナデ 細入砂粒多く混 良 灰黄
3/8 ：ロクロナデ、ヘラ切り未調整 2 5Y7 /2 

55 011-05 須空.,.,.恵？器 包含層 口径：不明 外内：ロクロナデ 密し混・微入砂粒少 良 灰
：ロクロナデ、沈線、波状文 N6/0 

56 001-02 白師器 包含層 口径.23 0前後 口縁 外内 口縁部ナデ・体、部体部にヨコハケケ(6（本/cm)本 微入砂粒多く混 良 にぶい黄橙
1/6 ：ヨコ にタテハ 6-7 /cm) 10YR7/4 

57 001-01 白師器 包含層 口径： 30 5前後
門I＇外内：ヨコナデデ、、体体部部にヨコハケケ(6（本/cm) 本／ 細入砂粒多く混 良 橙

ヨコナ にナナメハ 6 -7 cm) 7 5YR7/6 

58 Oll-04 甘F 包含層 最穴長径 6.2 最重量幅 1.4 完存
円オ筒サ状エ、 ナデ調整

微入砂粒少し混 良
浅10Y黄R橙8/4 :o.4 :107g 

第3表遺物観察表(2)
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V 結

1 SK5・6について

SK5・6は、位置や埋没状況から密接に関係す

る遺構であると考えた。これらの性格については、

古墳の周溝である可能性も考えられるが、全周して

おらず、残っている溝の深さや、縦断面の傾斜状況

からも周溝ととらえるには問題がある。また、検出

面は橙色系で、埋土は黒色土と明確であり、見落と

しは考えられない。以上のことから別の土坑とする

のが妥当であろうか。

SK5の底付近からミニチュア土器が出土してお

り、何らかの祭祀、あるいは埋葬が行われた可能性

も考えられる。次年度以降に予定されている曽祢崎

古墳群の調査が注目される。

2 建物の変遷について

A地区では、 6世紀後半に倉庫と思われる SB8

が建てられ、その後6世紀末から 7世紀初頭にかけ

てSB9→ S BlOの順で住居と思われる建物が建て

られている。 SBllの詳細な時期は不明だが、 6世

紀後半の SK5・6を切っており、 SB9・10とほ

ぽ大差のない時期と見てよいだろう。 SB23も出土

遺物が少なく詳細な時期は不明であるが、 6世紀代

とおもわれる須恵器が出土しており、 SB9と重複

関係にあることから、 6世紀後半から末頃で、 SB

9以前のものの可能性が高い。

B地区は 7世紀前半から後半にかけて SH20→ S 

Hl9と変遷し、その後7世紀後半ごろに SB21・22 

が建てられる。

〔註〕

① 上村安生「東海の土師器生産と土師器焼成坑」（『第 1回窯跡研究

会資料』窯跡研究会、 1995年）
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語

以下、建物と土師器焼成坑との関連について触れ

ておく。 SF4からは土師器の小片しか出土してお

らず、詳細な時期は不明である。近くにある SB9

・10とは位置的には同時存在は可能であるが、確認

できない。 SF 13・17は7世後半から 8世紀初頭に

位置づけられるもので、 SB21・22より新しい。

3 士師器焼成坑について

今回出土した土師器焼成坑は、その形態や分布か

ら、当地域で多数発見されているものと同類のもの

と考えられる。曽祢崎遺跡周辺の微地形をみると明

野台地上の、北野遺跡から北東に伸びる尾根状地形

の東端に位置している。曽祢崎遺跡での土師器焼成

坑は、いずれも緩やかな傾斜地に、等高線に直行し

て頂点部を等高線の下方向に向けて立地している。

時期は、 7世紀後半から 8世紀初頭に位置づけら

れるが、この時期は、北野遺跡で生産が最盛期を迎

える時期である。

土師器焼成坑はいずれも単独で、それぞれの間が

離れた状態で検出された。この状況は、北野遺跡な

どの土師器焼成坑集中地帯とは若干異なった感じを

受ける。未調査部分に土師器焼成坑群がある可能性

も残るが、土師器焼成坑は、主に丘陵斜面や裾部に

立地していることが多く、台地の頂部にあたる未調

査部分に大規模な土師器焼成坑群が存在したとは考

えにくい。曽祢崎遺跡では、北野遺跡や戸峯遺跡の

ようにまとまった分布をもたず、小規模な生産が行

われていたのであろうか。

竹田憲治「北野遺跡（第 5次）発掘調査概要」中の土師器焼成

坑分布図（『第 1回窯跡研究会資料』窯跡研究会、 1995年）
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